
 
10月 17日「子どものミカタ～みなさんは

子どものことを決めつけていませんか～」の

テーマで上水内郡PTA研究集会が開かれ、本

校の講堂に小中学生の子どもをもつ保護者や

学校の先生など約40名が集まりました。 

映画「みんなの学校」を視聴後、グループ

ごとに映画の感想について話し合ったり、子

どもの成長を促す接し方について語り合った

りしてとても有意義な時間となりました。 

10月 20日２年生が保育園実習を行いました。参加した生徒の感想を紹介します。 

・5歳児のクラスで紙コップ積みをやりました。500個ぐらい持って行ったけれど、あっとい

う間にすべて使い切って驚きました。 

・5歳児の相手をしたけど、よくしゃべるし、めっちゃ動くし結構大変でした。でも、しゃが

んでできるだけ目線を合わせて話すことができてよかったです。 

・小さい子と接するのは得意じゃないから行きたくないなと思っていたけれど、行ってみたら

思っていたのと全然違いました。疲れたけど、楽しかった。みんな元気で人見知りもなく

「ねぇねぇ」って話しかけれくれうるのがすごくかわいくて、帰るのが名残惜しかったで

す。幼児への接し方や、どんな子がいるのかなど知れよかったです。 

・保育園実習の目標は「目線を合わせて楽しく過ごす」ことでした。優しく話しかけることを

意識して触れあってみたら、とても楽しく遊べました。自分から声をかけて入れる子もいて

嬉しかったです。普段、幼児と触れ合うことがないので良い経験になりました。 

10月 20日高校の先生が本校に研修に来て

くれました。昨年度本校に努めていた先生で

「飯綱中のよさを高校の先生にも知ってもら

いたい」と考えて、同じ高校の先生2人と一

緒に授業参観をしたり、先生や生徒と関わっ

たりして1日過ごしました。 

研修を終えた先生たちは「高校でも生徒の

主体的に学ぶ力を伸ばしていけるように頑張

りたい」と話していました。 


